
前週
10/23〜10/29

【最新】
10/30〜11/5 傾向

北区 2.45 1.82

東京都 1.84 1.46

全数報告対象疾患

新型コロナウイルス感染症

11月16日〜12月15日は東京都エイズ予防月間です
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2023年第44週
2023/10/30〜11/5

Topics

定点把握対象疾患 定点医療機関当たり患者報告数
（定点医療機関からの患者報告数÷定点医療機関数）

2023 北区
2023 東京都

北区感染症週報

※令和5年5月8日より定点把握対象疾患に移行しました。

■東京都感染症週報
https://idsc.tmiph.metro.tokyo.lg.jp/weekly/

■国立感染症研究所感染症週報
https://www.niid.go.jp/niid/ja/idwr.html

・咽頭結膜熱（プール熱）は警報レベルが続いており、
北区の定点当たり報告数は5.86と前週から大きく増加しています。

・インフルエンザは都の定点当たり報告数が16.99と注意報レベルが続いています。

東京都では、世界保健機構（WHO）が「世界エイズデー」と定めた12月1日を中心とする1か月間を
「東京都エイズ予防月間」として、広く都民に対して啓発キャンペーンを実施しています。
<エイズって何？>
エイズとは、HIVというウイルスに感染するとおこる病気の総称です。HIVに感染しても治療を受けないでいると、
免疫力が低下し、普段は感染しない病原体にも感染しやすくなり、さまざまな病気を発症します。
HIV感染＝エイズ発症ではありません。もしHIVに感染しても、早期発見と適切な治療でほぼ今までと同じ生活が送れます。
<どのくらいの人が感染しているの？>
令和4年には、HIV感染者とエイズ患者合わせて、全国で884人、東京都では288人が新たに報告されました。
<HIVはどうやって感染するの？>
HIVの感染源となるのは、血液、精液、膣（ちつ）分泌液、母乳などです。感染経路は、性行為による感染が最も多く、
その他にも血液を介した感染、母子感染があります。
<HIVを予防するには？>
HIVは血液、精液、膣分泌液などに多く分泌されるため、それらの体液が粘膜や傷のついた皮膚に触れないように
することが必要です。性行為時はコンドームを正しく使用しましょう。
<早期発見が重要です！>
HIV感染症の治療開始の遅れは、生活の質や生命予後の悪化につながります。感染しているのではないかと少しでも
不安があったら、検査を受けましょう。検査は北区保健所でも受けることができます。
北区のHIV・梅毒即日検査（血液検査・予約制）は無料・匿名で実施しております。【予約専用番号070-2619-1533 】
北区ホームページ【 HIV・梅毒検査のご案内及び相談について】
https://www.city.kita.tokyo.jp/hokenyobo/kenko/kansensho/hiv/sodan.html

対象週（2023/10/30〜11/5）の報告はありません。

https://idsc.tmiph.metro.tokyo.lg.jp/weekly/
https://www.niid.go.jp/niid/ja/idwr.html
https://www.city.kita.tokyo.jp/hokenyobo/kenko/kansensho/hiv/sodan.html


RSウイルス感染症
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咽頭結膜熱

A群溶血性レンサ球菌 感染性胃腸炎

水痘 手足口病

伝染性紅斑 突発性発しん

定点把握対象疾患 定点医療機関当たり患者報告数
（定点医療機関からの患者報告数÷定点医療機関数）

2022 北区
2023 北区
2023 東京都

警報 警報レベルが続いており、注意が必要です。
北区の定点当たり報告数は、前週から大きく増加しています。
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ヘルパンギーナ 流行性耳下腺炎
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※梅毒は「全数報告対象疾患」に掲載しています。性感染症（2023年9月分まで）
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不明発しん症

北区

東京都

2023年10月分は2023年第45週号にて掲載予定です。

定点把握対象疾患 定点医療機関当たり患者報告数
（定点医療機関からの患者報告数÷定点医療機関数）

2022 北区
2023 北区
2023 東京都
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インフルエンザ
北区 ：定点医療機関当たり患者報告数：0.00
東京都：定点医療機関当たり患者報告数：0.00

川崎病 注意
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急性出血性結膜炎
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流行性角結膜炎

週週

週 週

週週

注意報レベルが続いており、注意が必要です。


